心境が 渾 然として こなければ いけない。 心境 を 離れた 

技巧 は、 単なる 作文 的 技巧で ある。 心境 を 離れた 主張 

は、 単なる 論理的 主張で ある。 心境 を 離れた 見方 ゃ考 

え 方 は、 単なる 批評 的 見方 や 考え方で ある。 芸術的な 

技巧 や 主張 や 見方 や 考え方 は、 そんな もので はない。 

心が —— 魂が —— そ こにしつ くり 落 込ん でい なければ 

いけない。 そういう 心境に なって いなければ いけない _ 

頭 を 或る 方面へ 向ける の は 容易い。 魂 を 或る 方面へ 

据えつ ける の は 難い。 而も 芸術家に とって は、 魂の 

据 つてい るか 否かが 第一 の 問題で ある。 

斯 くして、 既成 大家が 一 の 心境に 固着して 先へ 進 も 



わる 予言者の 声の それで ある。 

固よ リ、 野に 声な しとい うの は 比喩で ある。 天国 は 

近づ けリ悔 い 改めよ と、 ユダヤの 野に 叫ぶ 予言者 の 声 

に 籠って る 気魄、 そういう 気魄がない というの である _ 

この 野に 呼ば わる 声 こそ、 人の 肺腑まで 泌み 通る。 

既成 大家 を 奮起せ しめて、 一 の 固定 心境に 晏 如たら し 

めず、 更に その 進展に 志 ざさせる もの は、 この 声で あ 

る。 未成 大家 を 沈思せ しめて、 その 皮相な 興奮 を 打 挫 

き、 新たな 心境に 眼 覚めさせる もの は、 この 声で ある _ 

この 声 は 何処から 出て くる か？ 

或は 一 人の 人の 口から —— 既成 大家と 未成 大家と を 
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